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下條村に、小さな休憩所兼トイレができました

　風景に配慮した、なつかしくて新しい屋根のかたち

　プライバシーと安全、どちらも大切に

下條村の里山の風景になじむ、新しい公共施設ができました。
トイレと休憩所を兼ねた、誰でも立ち寄れる開かれた場所です。どうぞ気軽に立ち寄ってみてください。

深くゆるやかにのびる屋根により、まわりの風景になじみ、圧迫感を感じさせない外観としています。
地域らしさと、新しさもある。下條村らしい風景の一部になることを願って作られました。

地域に馴染みのある瓦色
（いぶし銀色）を採用

なんで屋根が

ななめに

なっているの？
屋根がとびだしているね !?

石を置いてるのはなんで？

景観に配慮した屋根形状

トイレの入り口は、外から顔が見えにくくて安心。
でも足元は見えるから、人の気配はわかり、安全面も配慮。

顔が見えない出入口
プライバシー確保 外から足が見える

安全性確保



景色を楽しむ
明るい場所　　　

屋根に包まれる
落ち着いた場所
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　軒下の大きな石って、なんのため？

　設置されている設備の概要

　その日の気分で場所を選ぶベンチ　星空に配慮した、やさしい灯り

　丁寧な職人技による内装
石は雨樋の代わりに雨水を受けて、水はねを防ぎます。
落ち葉も詰まらないので、お手入れも簡単。

軒下を照らす間接光。足元は見えるけど、空は暗くて星が
よく見える。そんな“夜景に優しい灯り”をつくっています。

地元の職人さんが丁寧に手がけた、やさしい木の空間。
接合金物を隠し、木組そのものを内装として表現。

屋根の形により、いろいろなベンチ空間ができました。
その日の気分で、好きな場所を選んでみてください。

景色に馴染む天竜川の石を利用

（屋根下への侵入防止も）

現地の星空

照度検証


